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ヤマガラのっがい形成時期について

藤田薫

横浜自然観察の森〒247横浜市栄区上郷町１５６２－１

はじめに

ヤマガラＰａｒｕｓＵａｒｆｕｓのつがい関係は一年中保たれ，つがい相手が死なない限り保ち続けられる

ことが多いらしいと樋口（1976a）は報告しているが，筆者の知る限り，つがい形成の時期について

の報告はない．ヤマガラは葉の繁った樹冠を好む（中村1970）が，このことがつがい関係の観察を

難しくさせているためと思われる．筆者は，1991年10月～1993年７月までに，個体識別された１羽の

雌が，３または４羽の雄とつがいになったのを観察した．観察例数は少ないが，そのつがい形成の時

期について報告する．

調査地および調査方法

調査は，神奈川県南部の「横浜自然観察の森」で行なった．植生などについては，藤田（1992）に

詳しく述べてある．ここでは，1990年以来，今回報告する1993年７月までに，ヒナを含む計79羽のヤ

マガラに色足環を装着した．捕穫の際に事故で死亡した個体は山階鳥類研究所に送り，雌雄の確認を

行なった．ほかの個体の性別は，繁殖期の行動で確認した．観察を頻繁に行なった冬期給餌台と巣箱

は，自然観察センターの窓から至近距離にあり，色足環の確認が容易であった．また，保護されたヤ

マガラの雄１羽を自然観察センター裏で飼育していた期間中，このかごに毎日やってくるヤマガラの

色足環も，容易に確認できた．

結果および考察

１．つがい形成の時期

つがい形成が観察ができたヤマガラは，雌１羽と，そのつがい相手と思われる雄１羽，つがい相手

ということが繁殖期に確認できた雄２羽と，色足環を未確認の雄１羽であった．以下，本文では，こ

の雌を雌Ａ，つがい相手と思われる雄を雄Ａ，つがい相手と確認できた雄を，つがいになった順に，

雄Ｂ，未確認雄，雄Ｃとした．これらの雄が雌と連れだって観察された最初の時期は，それぞれ，１０

月，３月，５月，８月であった（図１）．

雄Ａは，1991年10月15日と12月22日，雌Ａと同じ場所で同時に捕獲された．この時，２羽はともに，

1991年生まれの若鳥であった．１０月15日の時点ですでに行動を共にしており，つがい関係にあったの

ではないかと思われた．１２月22日，雄Ａは調査中の事故で死亡した．

雄Ｂは，1992年３月に，給餌台で雌Ａと一緒に採食しているところを度々 観察された．1992年４月

１日～５月12日には１回目の繁殖をし，雄Ｂと雌Ａはつがいであることが確認された．1992年５月１２

日，この巣のヒナは捕食され，繁殖は失敗した．
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図１．雌Ａの繁殖暦．線は各々の雄とつがい関係にあった期間を，太線は繁殖期間を示す．

アルファベットはそれぞれの雄を表す．＊印をつけた雄は色足環を未確認のため，雄ＢまたはＣ

と同一個体の可能性があった．

Ｆｉｇ．1．BreedingchronologyoffemaleA・Ｌｉｎｅｓｉｎｄｉｃａｔｅｔｈｅｍａｔｉｎｇｐｅｒｉｏｄｏｆｅａｃｈｍａｌｅ，

thicklinesindicatethebreedingperiods.Ａ,BandCindicateeachmale．（＊wasan

unidentifiedmalewhichhavepossibilitiesofbeingBorC.）

未確認雄は，翌日５月13日から雌Ａとともに巣場所探しをし，５日後に巣材を運びはじめ，６日後

に産卵がはじまった．ヒナが捕食された翌日から一緒に行動していたことを考えると，この雄は雄Ｂ

であった可能性が商いが，雄Ｃや，その他の雄であった可能性も考えられる．なお，Higuchi（1976

ｂ）によれば，ヤマガラの抱卵期間は約14日であるが，この巣は抱卵開始後18日目に，ふ化しないま

ま放棄された．

雄Ｃは，1992年８月１日～10月９日のあいだ，保護していた雄のヤマガラのかごに，毎日のように，

雌Ａとともに威嚇しにきていた．この２羽は1993年と1994年に２回ずつ繁殖し，つがいであることが

確認された．したがって，雄Ｃが雌Ａとつがいになった時期は，雄Ｃが未確認雄と同一個体であった

場合には1992年５月13日，別個体であった場合には遅くとも８月１日と推測された．ヤマガラは一年

中同じ行動圏を維持していることが多いと樋口（1976ａ）は報告しているが，夏期の，保護鳥への執

ような威嚇を見ると，非繁殖期も，侵入者を追い払うのではないかと思われた．その際雌は，つがい

雄の喪失後に独身でいるよりも，つがいを形成した方が，侵入者を追い払いやすいのではないかと考

えられた．

２．再婚相手について

以下に述べるように，観察場所周辺には，つがい雄のほかに独身の雄が行動圏を持っており，雌Ａ

の２回の再婚相手は，雌Ａと行動圏が重なっていた雄であった．最初の再婚相手である雄Ｂは，雄Ａ

と雌Ａがつがい関係にあったと思われる1991年１１月３日に，この２羽と同じ場所で捕痩された．雄Ｃ

は，雄Ａ，Ｂ，および雌Ａの捕獲場所から約50ｍ離れた給餌台付近で，1992年１月１０日に捕狸された．

1992年３月，この給餌台では，つがい関係にあった雄Ｂと雌Ａが度々採食したが，雄Ｃも数回観察さ

れた．

Saitou（1979,1991）によれば，シジュウカラＲｍｑ/ｏｒは冬に群れになるが，同じ群れの柵成

員どうしがつがいになることが多く，そのようなつがいは，ほかから来たシジュウカラとのつがいよ

りも，繁殖成功度が高い．その理由として，その土地をよく知っているっがいは，食物や，好適な巣
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場所をうまく見つけることができるためであろうと考察している．ヤマガラの雌も，繁殖成功度を高

めるために，行動圏の重なった，その土地をよく知っている雄を選んで再婚している可能性がある．

以上のことから，ヤマガラのつがい形成について，次の２つのことがいえそうである．１つめは，

若鳥のつがい形成は，繁殖期直前ではなく，生まれた年の秋に行なわれる可能性がある，ということ

である．２つめは，つがい相手の雄が死亡などでいなくなった場合，雌は，繁殖期，非繁殖期を問わ

ず，すみやかに，次の雄とつがいになる可能性があり，その際には，行動圏が重なる雄をつがい相手

に選ぶ可能性がある，ということである．ただし，今回の報告は１羽の雌に関する観察例であり，ヤ

マガラに普遍的なものかどうかは不明である．
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横浜自然観察の森の古南幸弘氏と観察の森友の会の石井良明氏には，ヤマガラを捕狸した際の記録

を，一部使わせていただいた．また，本文にも述べたとおり，山階鳥類研究所には，死亡したヤマガ

ラの性別を調べていただいた．ここに感謝する．
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MatingbehaviorofafemaleVariedＴｉｔＰａｒｕｓｕａ両uswasobservedinYokohama,central

Honshu,ｆｒｏｍｌ９９１ｔｏｌ９９ａＡｆｅｍａｌｅ（FemaleＡ）ｂｏｒｎｉｎｌ９９１ｍａｔｅｄｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔａｕｔｕｍｎ

ｗｉｔｈａｍａｌｅｏｆｔｈｅｓａｍｅａｇｅ（ＭａｌｅＡ)．FemaleAmatedwithtwodifferentmaｌｅｓｉｎｌ９９２

ＴｈｅｃｈａｎｇｅｏｆｍａｔｅｏｃｃｕｒｒｅｄａｆｔｅｒｔｈｅｄｅａｔｈｏｆＭａｌｅＡａｎｄｂｒｅｅｄｉｎｇｆａｉｌｕｒｅｗｉｔｈＭａｌｅＢ・

ThisstudysuggeststhatthematingｏｆＶａｒｉｅｄＴｉｔｓｓｔａｒｔｓｉｎｔｈｅｆｉｒｓｔａｕtｕｍｎａｎｄｔｈａｔｔｈｅ
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individualthatlostitsmatepromptlyfindsanewmateregardlessofthebreedingseason．

Themateisprobablychosenamongindividualsinthesamehomerange．

K砂以ﾉｏｒ･dSfPaか弓/bFmatjo",Parusvarius


